災害時に、在宅医療・介護を提供する診療所・事業所が、
患者そして地域住民の命を守るために

在宅療養連携ブロック ○○地区
連携型事業継続計画（BCP）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1.　目的
　災害時の在宅医療・介護対応は、各診療所・各介護施設だけで完結できるものではなく、支援派遣・応需・患者の受け入れ等、同業・関係職種と市の連携なしでは成り立たず、平時からの連携の備えが求められている。そこで、各連携ブロックにおける災害時の課題を抽出整理してメンバーが共有し、対応策について検討を進め、連携型BCPを作成しておくことが重要である。
それにより、在宅医療・介護従事者と患者、そして地域住民の命と暮らしを守り、あわせて診療所・サービス事業所の経営を守る体制が整備すると考える
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2.　地域の状況
（1）地域の特徴
　（例）中央ブロック
　　ブロックの範囲（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・三浦半島の東京湾側に位置し、商業施設・行政施設が集中する沿岸部と丘陵部の住宅地からなる
・京浜急行電鉄、国道16号線が主要交通網であるが、これらが被災すると物流が停止し陸の孤島となる可能性がある。また、三浦半島の特徴である谷戸地域では、狭い坂道や階段が多くあり、避難や医療介護提供に支障をきたす。
（2）災害等の歴史
・2011年の東日本大震災では、大きな被害はなかったが一時的に交通網の遮断、計画停電があった。
・2020年の新型コロナウイルス感染症の蔓延を経験した。　等
（3）BCP観点からの課題
・沿岸部は津波により浸水の危険がある
・○○地区では、崖崩れの危険がある
・交通網が遮断され、避難に困難をきたし、医療介護の提供に困難となるとともに物流も停止する可能性がある
　　（ハザードマップを貼付するのもよい）
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3.　ブロック内の在宅療養に係る社会資源と連絡先
· 在宅療養支援診療所
· 訪問看護事業所
· 居宅療養支援事業所
· 地域包括支援センター
· 各種介護老人福祉施設
· 病院
· 警察署
· 消防署
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4.　B CP 連携の課題
（例）
（1）災害弱者の把握　特に医療機器装着の在宅療養者、医療的ケア児の把握
（2）在宅療養者の安否確認に関する役割分担と情報共有
　　安否確認の優先順位　誰が行うか　情報共有の方法は
　　　（例）安否確認優先順位　１医療機器装着者　２独居の要介護度５の在宅療養者…
（3）在支診の医師が被災した時の訪問診療の協力体制（診療報酬請求の課題）
　　　（例）「くろふね村」の機能を活用
（4）災害時における診療所・訪問看護師・ケアマネとの連携体制
（5）災害時における地域の病院との連携
（6）災害時における地域住民、地域福祉団体との連携のあり方
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5.　 有事の連絡体制
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6.　 地域BCP（広域BCP）に盛り込むべき事項の検討
（各機関・連携ブロック単独では解決しえない事柄）
（例）
（1） 有事に市・保健所等が地域の医療・ケア専門職に依頼するタスクの抽出と事前の協議
（2） 迅速で正確で無理無駄のない安否確認
（3） 被災状況や支援ニーズなどの情報の集約・共有
（4） 支援派遣・応需体制の相互支援協定
（5） 避難所の運営（特に要支援者への対応）
（6） 地域住民との協働
（7） 緊急時に実施した医療・介護サービスのイレギュラーな提供に対する報酬の在り方　　　　等
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